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(a) デュアルコム安定化システムの構成.

(b) 得られた相対ビート信号．

RF安定化光周波数コムを基準とした 
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２台の光コムを用いるデュアルコム分光法は、フーリエ変換分光法に代わる新しい分光手法で

あり、広波長域・高精度・高分解能かつ高速な測定を可能にする。デュアルコム分光法において

は、２台のコム間のタイミングジッターを小さくする必要があるため、これまでにも、安定化 cw

レーザーを用いる方法[1]をはじめとして、２台のコム間の安定化のための様々な方法が提案され

てきた。本研究では、より簡便で、かつ高性能なデュアルコム分光システムを目指し、RF基準信

号に安定化した１台のコムを基準としたデュアルコム安定化システムの開発とその評価を行った。 

本研究に用いたデュアルコム安定化システムの構成を図(a)に示す。２台の Erファイバコムのう

ち１台目は、繰り返し周波数(frep.1)とオフセット周波数(fceo.1)を RF基準信号に安定化している。安

定化したコムの１つのモードに対して cwレーザー（波長 1560 nm）を狭線幅にロックし、さらに

この cwレーザーに対して２台目のコムのモードを安定化した。２台目のコムのモード制御には、

電気光学変調器（EOM）による共振器長制御を用いたため、狭線幅かつ高速な制御が可能となっ

ている。また、fceo.2についても RF基準信号への狭線幅ロックを行い、２台のコムを相対的に高い

精度で安定化した。さらに、開発したシステムの性能を評価するために、２台のコムの相対線幅

の測定を行った。図に示したように、相対線幅測定用の cwレーザー（波長 1550 nm）を用い、そ

れぞれのコムとのビート信号の差周波数成分から２台のコムの相対線幅を得た。その結果、測定

器の分解能に制限された狭い相対線幅（FWHM = 1.1 Hz）が観測された（図(b)）。講演では、本シ

ステムの詳細と、２台のコムを広帯域化した場合の相対線幅の評価についても報告を行う予定で

ある。本研究は、JST,ERATO美濃島知的光シンセサイザと JSPS 26.8823の助成を受けて行われた。 
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